講義報告 by 小林 務
講義報告
客員教授小林務
1. VBL提供の講義と経緯
富山大学 VBLは「ベンチャービジネスの素養を育むためん 2001年度から大学院理工学
教育部（当時は理工学研究科）においてベンチャービジネス開発演習とベンチャー総合実
践経営論の講義提供を開始され 私が担当させていただき 7年間経ちました。
2003年度からは工学部にも総合的開発学としてベンチャ一系講義提供を開始され，これ
も私が担当させていただき， 5年間経ちました。
以下，講義の概要を報告します。
2.講義内容
2.1.工学部
(1）前学期：総合的開発学（2単位） 知能情報・機械知能
(2）後学期：総合的開発学（2単位） 物質生命
2ム大学院理工学教育部
(1）前学期：ベンチャービジネス開発演習（2単位）工学部での総合的開発学履修者は数割
テキストは総合的開発学（講義内容は工学部の総合的開発学より高レベル）
(2）後学期：ベンチャー総合実践経営論（2単位）
3.ベンチャ一系講義の必須要素
3.1.実社会経験が無い学生への必要事項
まず実社会の実態を広範囲に解説して，ベンチャ一環境を理解させることが必要です。
3ムベンチャ一系講義の範囲
ベンチャーを理解するには（将来の起業，経営，開発，管理などに携わるためには）
創造性開発から商品開発と組織概要等を先に理解することが必要であり，その上でベン
チャーの実情を理解し，更にマネジメントなどを体系的に学んでいく必要があります。
3.3.ベンチャーの実態（成功率は 10%以下）と対策
一般的なベンチャ一系セミナ一等では，奇跡的成功例を紹介して起業を鼓舞している
ものが多いが，ベンチャーの成功率は 10%以下であり，失敗率が 90%以上である現実
や失敗の実態（倒産主経営者や保証人の保証財産没収・家庭崩壊・自殺など）を十分に
知らせず無責任であり，ベンチャーに対するインフォームドコンセントが大切です。
3.4.いかに成功率を上げるか
ベンチャーの実態を理解した上で，「どのように起業するか」ではなく，「し 1かに成功
率を上げるか」を主要目的として， RM（リスクマネジメント）を理解し，経営上の広
範囲な各種リスクへの対応策等を考察しながら，学生各自ごとの総合的な体系を創出し
ていくことが重要です。
3.5.テキスト
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(1）総合的開発学
総合的開発学テキストはベンチャーに必須な要素の前半を掲載しており， A4×300頁
のものを工学部生協店でし680円（学生はし596円）にて提供しています。
(2）開発系総合実践経営論
ベンチャーに必須な後半要素については，ベンチャー総合実践経営論用の開発系総合
実践経営論として編集中ですが，ボランティア執筆と印刷部数の関係などからテキスト
化が困難であり，コピー資料として無料配布しています。
4.授業計画の例
4.1.工学部の総合的開発学
次ページの，表 1を参照してください。
4ム大学院理工学教育部のベンチャー総合実践経営論
次々ページの，表2を参照してください。 2007年度から大幅な改良を実施し，特に
ケーススタディ（事例研究）の実例研究化として，富大生 cサービス（株）の各種実例も
教材として活用しています。
5.講義の成果例
5.1.講義の成果例としては，毎年度の BPC（ビジネスプランコンテスト）で，講義履修者
の学生達が積極的に発表しています。
5.2.講義と BPCの成果例としては，富山大学発ベンチャーであり学生ベンチャーでもある，
富大生eサービス株式会社の設立と企業活動があります。
6.参考資料掲載先
富大生 cサービス株式会社の詳細については，富大生 eサービス（株）のホームページ
URL:http://www.tomidaies.com／の，「会社紹介jページの「今までの経緯J部をご覧くださ
い。設立までの経緯から設立後の各種問題対応まで，詳細な実例を掲載しています。
特にパートナーシップ型ベンチャーとして，低リスク経営と超低コスト経営を実践して
おり，会社設立から本格的業務開始までの広範囲準備業務を，学生経営スタッフが試行錯
誤などの各種実体験を重ねながら完了させ，本年3月から本格的企業活動を開始します。
ノ《ートナーシップ型ベンチャーの概要については 「今までの経緯J6項の「富大生 cサ
ービス（株）の活動経緯（2007年） . 2008年 1月 14日」をご覧ください。
平成19年度前学期富山大学工学部 詳細授業計画〔日程品群縮計画〕
授業科目名 作成；207年3月 対象学年／時期 3年次／前学期
工学特論（総合的爾発学〉 授業種別／単位数 講義／2単位
（英文名） 授業曜日／時限 金曜日／5時限
study for frontier incubation 1 1 0 6大講義室 16:30～18:00 
担当教員 ！小林 務 KOBAYASHI Tsutomu 
官－4=(e寸naiI) ltooton@pa. ctt. ne. io h枕c://www.tooton.io 
授業概要
1.科学技術者として必須な「創造性開発・新商品開発・マネγメント生涯能力開発等
（目的・ねらい） の総合的な開発学や各種技法等を、おもしろく実践的かっ体系的に学ぶ。
2.事例ビデオや各種演習で体感的に学び、独創性や問題解決カ及び自主性を養う。
1.技術者教育に求められている、 JABEE等の目的や世界的基準を理解する。
達理成解毘度標 2.実社会で必要な創造的な各種能力を、自分で考えて、実践的に各種演習する。
3.特に社会的ニーズを解決するデザイン能力等を、自主的かっ実践的学習で養う。
4.開発学の広範囲な内容を、総合的＆体系的に学んで、、応用力を身につける。
第1週 4/13 総合的開発学のアウトライン・創造性開発からLIFE（生涯）開発まで
ビデオ；スタンフォー ド大学の綬業例魯チャレンジとリスク及び失敗学（50分）
第2遇 4/20 専門職業人②・J院A本BEのE実と情技と教術育土問法・就職活動と国家資格（公的評価〉
①テキスト 題＠「大学3年次の悩みBEST2Jの解決策例
第3週 4/27 創造性開発論（創造性入門・創造の理論・他）・創作演習課題(1); 1枚の紙から①
①マジックインキ？ φビデオ；人体I.脳と心（①進化，命創造性）
第4週 5/11 発表会・総合実競哲学（考える訓練・各種問題等・失敗学イ也ト課題（2);1枚～②
ピデオ；①驚異の小宇宙・人体（生命誕生λ窃エイズ・感染爆発をどう防ぐのか（流されない写修脅）
第5週 5/18 発表会’創造製企業と社員の条件・LIFE開発・就職活動・レポー ト1（第8週提出）
ビデオ；日本サラリー マン革命〈実社会の実情と各社事例＆サラトマン金太郎ト歌；明日があるさ・他
第6週 5/25 各種創造性開発技法隆知的財産権・QC.感性＆技術＆人間学・技術者倫理
ビデオ；特許戦略と知的財産権の事例ピデオ（発明カと技術者の権利・青色LED訴訟等）
第7週 6/1 実社会の実態・ヘツチャーピγネス・発明チー ム演習(1)；おもしろい課題①（部制
チー ム演習課題； 「生涯を（3倍楽しむor3人分生きるor生涯現役orその他）方法①j60分
第8週 6/8 事例研究 1(case study）ー 発明チー ム演習（2）：向上課題②（特性要因図等まとめ）・発表会・45分
事例研究のポイント J一般論や精神論ではなく、オー プンな詳細実例から具体的に学ぶ。
第9週 6/15 問題発見と①解警察決庁デ監ザ修イ「ン虚能構か力ら・IT考察・社会needsどwants・ レポート2（提出準備）
ビデオ； の誘惑J，②社会nedsと胃ants→次週まで宿題（idea創出）
第10週 6/22 新商品開発論・marketing－研究開発マネジメント・発明チーム演習（3)
チー ム演習課題；社会nedsとwantsの問題解決策（各種idea創出）①（BS法・他）60分
第1週 6/29 ビジネスプラン（BP）作成方法・ヒツキネスモデル構想、演習・経営工学・事例考察・他
ビデオ，研究開発系事例（TRON等） 発明チー ム演習（4）；②（チームBPテーマ決定）30分
第12週 7/6 事例研究2・発明チー ム漉習（5）；向上課題③・期末課題（総合レポート）説明
チー ム演習課題；同上課題③（ビジネスモデル・QC技法・ 21 OCQ法・他）・ 45分
第13週 7/13 技術超越（スーパーエンジニア養成講鹿）・技術経営‘矛盾超越
ピデオ；ベンチャー 経営実践講座等 発明チー ム演習（6）；④（発表準備）20分
第14週 7/20 実践的人間学・技道・NPO・発明演習(7)；同上⑤即時。｝ト作成）・発表会
チー ム演習課題；同上課題⑤｛プレゼンテー シヨンー BPトムレ本．斗提出）・60分
第15週 7/27 期末課題提出（総合レポート）・発表会・ベンチャー総合実践経営論・総まとめ
キー ワー ド 創造性開発・問題解決力・新商品開発・ベンチャービジネス・生渡能力開発
履修上注意 JABEE基準の予習~復習が重要。毎回の出席が大切。その他、基本シラパス参照のこと。
関連科目 大学院理工学教育部（ベンチャー特別講義・前学期＆後学期）
成績評価 出席率70%以上の条件で、期末課題等を総合評価し、 60点以上を合格。
ァキスト 『総合的開発学』第3版・小林務著。 A4×300頁工学部生協店
その他 テキストは自習重点。授業はチーム活動やピデオ等活用の体感的授業重点。
自由質問時間 授業後の質問時間ありoe寸
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平成19年度後学期富山大学大学院理工学教育部『ベンチャ｝総合実践経営論』授業計画
2007年 10月5日（金）4時限配布 担当教員：非常勤講師・客員教授小林務
A 授業理念：『成功率の高いベンチャー総合実践経営論J 与『表註念包装態！；義三三実践的目iana.~dng 論
と実践活動』与『逆こそ真なり ・RS(9スクマネγメント）やmanagingシステム重視・実践活動で知恵を吸収』
日授業計画柔軟混用：（I）基本的にはシラパスの内容を全て含むが， 2001年度からの授業内容を大革新し，
実在企業のmanaging参加を含めて実践的活動（授業時と授業外の課題挑戦）を重視する。
(2) 2001年度から聴講や見学を認めており，正式履修者以外の人も参加した活動をする。
。授業計画（状況により柔軟に改良しながら運用します）
週 月／日 基本的内容 実践活動（次週までの課題等）
1 10/ 5 1.授業説明 2.ベンチャー総合実践経営論の概要 4.実例紹介：富大生eサー ピス（株） :Tes 
3.事例ビデオ（ベンチャーの実態①：IT神話崩壊） 課題①： TeSのHP全体理解・ LCLのHP
2 10/12 1.ベンチャ｝の実態②；とやま起業未来襲2005年 3.授業独自のML（メー リング似ト）開設準備
7月；（1)role playing (2) P. P. 2.③公的支援実態 課題②： TesのHP・MS体験活動記録印刷
3 10/19 Lベンチャーの実態④：倒産の実態（実例各種紹介） 4.話L(tomidai-v2＠・・・等）運用開始
2. R恥1(リスクマネγメント）と managingシステム 3.TeS 課題③； TesのBESTな受注促進方法（I)
4 10/26 1.課題①発表と講評 2.ピデオ〈平等経営） 4. TeSの設立経緯と独自 managingシステム
3.新型ベンチャ一例：ハ。｛トナサ？ブ。裂と実例紹介 課題④： TesのBESTな受註促進方法（2)
5 11/ 2 1.課題②発表と講評及び実施行eSの胞が実行） 4.TeSの留定費と報酬体系及び売上計画
2.総合実践経営論の体系内容 3.r ロ~rゾルピ〆ネス論 課題⑤： Tesのスタップ体制と売上計画
6 11/ 9 1.創造型企業と校員の条件 2.関連ピデオ 4.課題⑤発表と講評
3. TeSの長期展望（システム完備により多事業も可能） 課題⑥： Tesの事業計画（収支：売上と費用）
7 11/16 1.商品開発論e設計論 2.営業論 3.組織論 5.課題⑥発表と講評
4.資金＆計数管理（法務・財務・税務・厚生等を含む〉 課題⑦： Tesの年間事業計画（全必要事項）
8 11/30 1.技術経営（MOT) 2.経営哲学と各社事例 4.課題⑦発表と講評
3.総合力とスーパーエンジニア（技術系venture) 課題⑧： TeSの長期事業計画（含FC展開）
9 12/ 7 1.広義の鵬naging: P.F.ドラッカー 3.課題③発表と講評
2.今後のbusinessとmanagingの特徴（専門職n.w.) 課題⑤：各自のBP（ピシマネスブ。ラン）idea
10 12/14 1.起業の実際：会社設立方法（各種手続等の実例） 3.課題⑨発表と講評
2.資金調達の既存方法と新方法（低リスク型） 課題⑮：各自のBP（事業コンセプト）
11 12/21 1.会社の法的義務（法務・財務・税務・厚生等） 3.課題⑬発表と講評
2.企業活動の原則（存続条件・独立採算・その他） 課題⑪：各自のBP（具体的事業プラン））
12 1/11 1.総合経営体系 2.rnanaging実践論 4.課題⑪発表と講評
課題⑫：各自のBP（マネー プラン：収支）
13 1/25 1.経営分析・評価・consulting 2.課題⑫発表と講評
課題⑬：各自のBP（事業計画書（1))
14 1/29火 l，実践的人間学 2.人脈ネットワーク 3.BP発表会（1)
課題⑭：各自のBP（事業計画書（2))
15 2/ 1 1.総まとめ 2.BP発表会（2)
5/21 富山大学と富山市の共催 BPコンテスト（予定） 各自発表
表2
